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 生命科学の発展の歴史は、測定技術の進歩の歴史である。特に細胞レベルで生命現象を明

らかにする場合、顕微鏡による観察の技術は欠かせない。「百聞は一見に如かず」という言葉

の示す通り、見れば「わかる」ということはたくさんある。しかし、細胞における現象を見

るためには工夫が必要である。我々は細胞レベルの現象の、マルチカラーイメージング法に

よる、“見る技術”と、見えた画像を“解析する技術”の開発を行なってきた。それらの技術を

用いて、生きている細胞の内部で起こっている生命現象のダイナミクス解析を行ってきた。 

生き物の重要な特徴の１つとして、環境など外界からの情報（入力）に応じて、自分自身を

変化させる（出力）という性質がある。その過

程で起こっている細胞内情報処理について明ら

かにすることは生命現象を理解する上で重要で

ある。そこで、我々は外部刺激に対するシグナ

ル伝達、代謝制御、細胞骨格の制御といった細

胞応答を測定し、細胞の情報処理機構について

解明してきた。本セミナーでは、我々の細胞内

情報伝達に関する研究成果とともに、マルチカ

ラーイメージング法の仕組みと応用について紹

介したい。 

図は神経ネットワーク（（左上）、神経細胞とシナ

プス（左下）、がん細胞のオルガネラ（右上）、

がん細胞の細胞骨格（右下）。 

問い合わせ先：理学部生物分野 原（裕貴（5614） 

山口大学先進科学（イイベベーシンン研究センター内に創設された生命分子インターネットワーク(IoL)

センターでは、IoL コロキウムを開いています。本コロキウムでは、生命活動から分子に関する幅広

い分野の第一人者の先生方に最先端の研究のお話を提供いただいています。山口大学のすべての大学

院学生イ学部学生イ教職員の参加を歓迎します。入場無料です。 


